
分娩監視システムの活用による省力化

①経営体の概要

②導入技術・システム（商品名・サービス名と企業名）

③導入の経緯

⑤導入してどうだったか（その１ 導入前との比較、効果）

○所在地：宮崎県高千穂町
○経営体名：肉用牛繁殖 田邊 貴紀

○飼養頭数：繁殖雌牛８０頭
○従事者数：３名

○ 分娩監視装置「モバイル牛温恵」 （株）リモート
・モバイル牛温恵とは、親牛の体温を監視することで、分娩の細か
い経過や発情の兆候を検知し、メールで飼養者へお知らせするシ
ステム

〔親機〕 〔体温センサー〕 〔スマホへお知らせ〕

○ 親元就農として平成１３年に就農し、平成２７年から経
営主となる｡
○ 両親が高齢化する中、規模拡大を図るためICTの導
入を検討。
○ 分娩管理において、飼養者の負担が大幅に軽減でき
る事を知り、平成27年12月に｢モバイル牛温恵｣を導入。

○ 導入前と比較して、分娩の事故が大幅に減少した。

○ スマホで分娩予定を確認できるため、牛の見回り回
数が減少した。
（特に夜間の見回り減少（約２～３回→１回）は助かって
いる。）

○ 分娩予定を把握することにより、仕事の段取りが行え
るようになり、仕事の効率化が図られるとともに、気持ち
的にも余裕が持てるようになった。

⑥導入してどうだったか（その２ 改善してほしい点、課題）

○ 生産性向上等支援事業（H27年、県単）

○ 現在のところ特になし
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④導入に当たり活用した補助事業等（国、県）


